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【資料１】教員向けアンケート 
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【資料２】生徒向けアンケート 
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【資料３】第１時～第５時指導略案，学習シート 

【指導略案 １時間目】 

目標 情報通信ネットワークに関わる基本的な知識について理解できる。 
 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
10 
分 

１ コンピュータが社会

や生活の中でどのよう

に役立っているか想起

し，発表する。 

２ 歩行者用信号機の写

真を見て，信号機の機

能について考える。 

・身近なものにも情報通信ネットワー

クが利用されていることに気付か

せ，関心を高める。 
 例）AIスピーカー 

   IoTポット 

・教科書P.180 

展 
開 
30 
分 

３ コンビニエンススト

アではどのような情報

が集められているか考

え，発言する。 

４ コンビニエンススト

アで集められた情報は

どのように利用されて

いるか予想する。 

５ コンビニエンススト

アの運用には情報通信

ネットワークが必要な

ことを確認し，情報に

関する技術を使う利点

についてまとめる。 

６ ネットワークに関わ

る語句について教科書

を確認する。 

・コンビニエンスストアで集められる

情報について，発言させる。 

・顧客から集めた情報は本部に送ら

れ，次の３つに利用されることを確

認する。 
 ①様々なサービスを提供する 
 ②新しい商品を開発する。 
 ③商品を補充する。 

・情報に関する技術を使う利点につい

てまとめる。 

・情報通信ネットワークを構成する機

器の重要語句について教科書で確認

する。 
（ LAN，WAN，インターネット，プロバ

イダ ） 

・NEC キッズ・テク

ノロジー 

参考Webページ*１ 

◆情報通信ネットワー

クに関わる基本的な

知識について理解し

ている。（知識・技

能）【学習シート】 

ま 
と 
め 
10 
分 

７ 学習のまとめと振り

返りをする。 
 
 

・調べて分かったことを生徒に表出さ

せる中で，情報に関する技術を使う

利点をキーワードで確認し，意識化

を図る。 

 

＊１ https://jpn.nec.com/kids/himitsu/08.html  

○情報に関する技術を使う利点 

・大量のデータを記憶し，それを更新したり複製したりするこ

とが容易にできる。 

・様々なデータを組み合わせて表現することができる。 

・時間や距離を気にせず，高速で通信することができる。 

・あらかじめ決められたプログラムにしたがって，状況の判断

や仕事の処理が高速・正確にできる。 

情報通信ネットワークは社会や生活の中でどのように利用されているのだろうか 



５ 

  



６ 

【指導略案 ２時間目】 

目標 インターネットにおいて情報を伝えるしくみについて理解できる。 
 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
５ 
分 

１ 前時の振り返りをす
る。 

２ 本日の学習の見通し
を持つ。 

・ネットワークを利用したプログラミ
ングをすることを伝える。 

・教科書P.186 

展 
開 
40 
分 

３ 教科書を見ながら情
報通信ネットワークを
構成する機器とネット
ワークの基本構成の確
認をする。 

４ TCP/IPのしくみと，
パケットの流れについ
て，教科書を見て調
べ，まとめる。 

５ IPアドレスとドメイ
ン名について教科書で
調べ，まとめる。 

６ スタディーノを起動
し，サンプルプログラ
ムを読み込み，IPアド
レスを入力し，実際に
メッセージのやりとり
をする。 

・教科書を使用し，情報通信ネットワ
ークで通信することができるための
規約と，パケットによるデータ通信
のしくみについて確認する。 
（通信プロトコル，パケット，IPアドレ

ス，ドメイン，TCP/IP） 

・教科書P187のパケットの流れの図を
確認させ，TCP/IPの特徴を伝える。 
①識別番号により，データが届く。 
②途中データが届かなかった場合，

再度要求する。 
③データを細かく分けて送信するの

で複数の人が送受信することがで
きる。 

・IPアドレスだけではわかりにくいの
で，ドメインというネットワークの
範囲を表す名前も付けられたことを
説明する。 

・実際のプログラミングについて，サ
ンプルプログラムで体験させる。 

・サーバー機とクライアント機の接続
にはIPアドレスを使うことを説明
し，その番号に接続することで，メ
ッセージのやりとりをすることがで
きることを確認する。 

・データをパケットに
分割…ネットワーク
の効率的な利用（回
線を占有しない） 

・TCP/IP…インターネ
ットにおけるデータ
をやりとりする通信
プロトコル 

 

ま 
と 
め 
５ 
分 

７ 学習のまとめと振り
返りをする。 

 

・ネットワークのしくみについて振り
返り，まとめる。 

 

◆インターネットにお

いて情報を伝えるし

くみについて理解し

ている。（知識・技

能）【学習シート】 

    

ネットワーク上での情報を伝えるしくみはどうなっているのだろうか 



７ 

  



８ 

【指導略案 ３時間目】 

目標 目的の動作をフローチャートやプログラムで表す技能を身に付けている。 

 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
10 
分 

１ 前時の振り返りをす
る。 

２ 課題を把握する。 
 
 
 
 
 

・前時に学習したIPアドレス，受信プ
ログラムについて，口頭で振り返ら
せる。 

・送信側のプログラムを作成すること
を伝える。 

 

展 
開 
35 
分 

３ 受信プログラムのフ
ローチャートについて
考え，作成する。（一
斉指導） 

４ 送信プログラムのフ
ローチャートを学習シ
ートで作成する。 

５ プログラムの基本的
な処理の流れ，フロー
チャートについて教科
書を使って確認する。 

６ 教材スタディーノで
送信プログラムを作成
する。 

７ 変数について説明を
聞く。 

・受信側のプログラムの命令について
フローチャートを，学習シートに作
成させる。 

・学習シートにある，送信プログラム
のフローチャートを穴埋めしながら
完成させる。 

・教科書，学習シートを使用し，語句
とプログラムの基本的な処理の流れ
を確認する。 
プログラム，フローチャート，手順，
規則，プログラミング言語，順次処理
型，条件分岐型，繰り返し型 

・スタディーノで作成した送信プログ
ラムのブロックをバラバラに配置し
た状態のファイルを生徒用PCのデス
クトップに準備し，それを並べ替え
させるようにする。 

・変数について学習シートの資料を使
い，説明する。 

・教科書P.227 
 

ま 
と 
め 
５ 
分 

８ 学習のまとめと振り
返りをする。 

 

・プログラムの基礎と，プログラムの
基本的な処理の流れ，メッセージを
送信するプログラムについて学んだ
ことを振り返らせる。 

 

◆目的の動作をフロー
チャートやプログラ
ムで表す技能を身に
つけている。（知
識・技能） 
【学習シート】 

    

ネットワーク上でメッセージの送信をするプログラムはどのような仕組みになって

いるのだろうか 



９ 

 



10 

  



11 

【指導略案 ４時間目】 

目標 ネットワークを利用するときの人権や個人情報を保護するためのルールやマナーなどの情

報モラルの必要性を理解し，情報の適正な利用について考えることができる。 

 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
15 
分 

１ 前時の振り返りとし
て，双方向通信でメッ
セージのやりとりをす
る。 

２ メッセージのやりと
りの中で不快になる場
合，どんなルールが必
要か考える。 

３ 課題を把握する。 
 

・前回までに作った送信，受信のプロ
グラムを開き，実際に送受信できる
か動作確認する。 

・メッセージのやりとりの中で誹謗・
中傷（悪口や嫌がらせ）があった場
合，どのようなルールが必要か問い
かける。 

・教科書P.198 

 

展 
開 
30 
分 

４ 実際に行ったメッセ
ージのやりとりから起
こったことを示しなが
ら，学習シートの問題
アについて，問題点と
対処法について考え発
表する。 

 （問題ア 誹謗・中傷） 

５ 問題イの事例につい
て，問題点と対処法に
ついて考え，学習シー
トに問題点と対処法に
ついてまとめる。 

 （問題イ 肖像権の侵
害） 

６ ネットで気をつける
こと３箇条を確認し，
学習シートに記入す
る。 

７ 今後のメッセージの
やりとりについてルー
ルを確認する。 

・前回までの双方向通信によって，他
人への誹謗・中傷（悪口，嫌がら
せ）が実際に起こって，ネットが炎
上したことについて知らせ，例を元
に何が問題か考えさせ発表させる。 

 問題ア 悪口（誹謗・中傷）→人権
侵害，名誉毀損罪，侮辱罪 

・それぞれどのようなトラブルや問題
が起きる可能性があるか，生徒に予
想させ発表させる。 

 問題イ 他人の写真の無断公開→肖
像権の侵害 

・教科書を見ながら，犯罪に巻き込ま
れないために気をつけることをまと
めさせる。 

・今後のコンピュータ室内も含めたメ
ッセージ等のやりとりにもルールが
あり，それぞれ責任を持つことを説
明する。 

・ネットでは顔を合わ
せているときより
も，簡単にメッセー
ジを送信してしまう
ことができるが，相
手の気持ちを考えて
送信しないといじめ
につながることも付
け加える。 

・教科書P.199 

・既習事項であるIPア
ドレスによって，メ
ッセージや写真の発
信元が特定されるこ
とも補足する。 

ま 
と 
め 
５ 
分 

８ 学習のまとめと振り
返りをする。 

・今日学んだことを基に，今後気をつ
けることを考えさせ，振り返りをさ
せる。 

◆ネットワークを利用
するときの人権や個
人情報を保護するた
めのルールやマナー
などの情報モラルの
必要性を理解する。
（知識・技能） 
【学習シート】 

 

  

ネットワークを利用するときのルールを知り，情報利用の仕方について考えよう 



12 
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【指導略案 ５時間目】 

目標 災害時を想定して問題を見いだし，双方向でメッセージをやりとりできるプログラムで解

決できる課題を設定することができる。 

 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
10 
分 

１ 前時の振り返りを
し，既習事項を確認す
る。 

２ 課題を把握する。 
 

・電話とネットワークの通信方式の違
いを確認し，災害時にはネットワー
クを用いた通信が有効だったことを
確認する。 

・これまで学んだ双方向でメッセージ
を交換できるプログラムについて確
認し，これを基に問題を解決する学
習を行うことを伝える。 

・双方向でメッセージ
を交換できるスマホ
アプリLINEが，東日
本大震災がきっかけ
となって開発された
話を補足する。 

展 
開 
35 
分 

３ 学校が避難所に指定
されていることを知
り，災害が起こった場
合，どんな状況で，ど
んな人が集まってくる
か考え発表する。 

４ ３人程度のグループ
を決め，避難所で考え
られる課題を設定し，
自分たちが解決できそ
うな方法を検討する。 

５ 避難所に集まってき
た人たちが情報を得る
ために，プログラムに
どんな機能を追加し，
改良すればよいかグル
ープ毎に話し合い，学
習シートに書く。 

・災害マップで自校が避難所指定され
ていることを確認させる。 

・①避難してきた人たちは，どんな人
が集まってくるか，②生活するため
にどんなことを必要としているかに
ついて発表させる。 

・集まった人が避難所で生活すると仮
定したとき，どういうシステムを作
れば，必要な物質や情報が得られる
かについて，これまで学習で作成し
たチャットプログラムを改良するこ
とから考えさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
・グループ毎に課題，誰のためにどん

なプログラムを作れるか考えさせ，
学習シートに記入させる。 

・盛岡市災害マップ
（教師用PCより提
示） 

◆災害時を想定して問
題を見いだし，双方
向でメッセージをや
りとりできるプログ
ラムで解決できる課
題を設定する力を身
に付けている。（思
考・判断・表現） 
【学習シート】 

ま 
と 
め 
５ 
分 

６ 学習のまとめと振り
返りをする。 

・次時では，アクティビティ図を基に
実際にプログラミングすることを伝
える。 

 

 

    

災害時の避難所を想定し，ネットワークを生かした問題の解決について考えよう 
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17 

【資料４】第６・７時指導略案，学習シート 

【指導略案 ６～７時間目】 

目標 災害時に避難所で予想される状況を想定し，課題解決のためのサンプルプログラムのアク

ティビティ図やプログラムの改良・修正について考えることができる。 

 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
10 
分 

１ 前時の振り返りをす
る。 

２ 課題を把握する。 
 

・これまで学んだ内容を基に問題を解
決する取り組みを行うことを伝え
る。 

・学習シートは前時の
右側とする。 

 

展 
開 
30 
分 

３ グループ毎にネット
ワークを構築し，その
中で，メッセージの交
換ができることを確認
する。 

４ 課題解決に向けてで
きそうなプログラムの
機能をブロックパレッ
トから探し，試行・検
討する。 

５ アクティビティ図に
課題解決のための機能
を追加修正し，プログ
ラムを設計する。 

 
 
 
６ 繰り返し修正をしな

がら課題解決に向けプ
ログラミングを行う。 

 

・グループ毎にサーバを設定し（ソフ
トの「ネットワークを作る」コマン
ドでIPアドレスを確認），構築したネ
ットワークの中で，メッセージの交
換ができることを確認させる。 

・追加できる機能を教師側の画面で例
示し，様々なブロックの働きについ
てヒントを出す。生徒はブロックパ
レットや掲示してあるヒントカード
を参照し，それぞれで試してみなが
ら，追加できる機能はないかグルー
プ毎に検討させる。 

・グループ毎にどんな機能をプログラ
ムに追加させるか考え，サンプルプ
ログラムのアクティビティ図を改良
し，課題解決のためのプログラムの
設計をさせる。 

 
 
・グループ毎に課題解決のプログラミ

ングを行い，その都度修正しなが
ら，目的のプログラムを作成させ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・今回のスタディーノ
では，文字のやりと
りしかできないこと
を伝え，文字で解決
できる双方向の通信
について考えさせ
る。 

◆災害時に避難所で予
想される状況を想定
し，課題解決のため
のサンプルプログラ
ムのアクティビティ
図やプログラムの改
善・修正について考
えている。（思考・
判断・表現） 
【学習シートのアク
ティビティ図とプロ
グラム】 

 

ま 
と 
め 
10 
分 

７ 学習のまとめと振り
返りをする。 

 
 

・自分たちが設定した課題を解決する
プログラミングに近づいているか，
確認させる。 

 
 

 

 

    

自分たちの設定した課題を，ネットワークを生かしたプログラミングで解決しよう 
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【資料５】メッセージが表示される基本的なしくみ，ヒントカード 
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【資料６】第８時～第９時指導略案，学習シート 

【指導略案 ８時間目】 

目標 課題の解決結果を評価，改善及び修正している。 

 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
10 
分 

１ 前時の振り返りをす
る。 

２ 課題を把握する。 
 
 
 

・本時は，これまで作成したプログラ
ムを発表する時間であることを確認
する。 

・教科書P.210～P.211 

展 
開 
35 
分 

３ これまで作成したプ
ログラムを発表する際
の注意事項を確認す
る。 

４ 役割分担をしてプロ
グラムを発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・①誰のために②どんなプログラムを
作ったかについて，学習シートに書
いてあるか確認する。 

・発表する際の役割分担をさせ，発表
させる。 

 ①設定した課題 
 ②誰に向けてのどんなプログラムを

作成したか 
 ③工夫した点 
 ３分×９グループ＝27分 

・画面転送を使い，発表グループの画
面をその他の生徒用PCの画面に転送
して発表させる。 

・評価カードに記入させながら，発表
を聞かせる。その中で自分たちのプ
ログラムと比較しながら，さらに改
良できる点を記録させたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

◆グループ毎に設定し
た課題を解決するた
めに作成したプログ
ラムについて，発表
することができる。
（思考・判断・表
現） 
【発表】 

ま 
と 
め 
５ 
分 

５ 発表の自己評価と振
り返りをする。 

 

・振り返りでは，自分たちの作成した
プログラムと他のグループのプログ
ラムを比較し，発表を聞いて感じた
ことを発表させたい。 

 

 

  

自分たちの作成したプログラムについて発表しよう 
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【指導略案 ９時間目】 

目標 生活や社会の中でネットワークを使ったプログラミングに関する技術について，主体的に

取り組んだり，振り返って改善したりして，情報の技術を工夫し創造しようとしている。 

 学習活動 指導上の留意点 備考 ◆評価 

導 
入 
５ 
分 

１ 前時の振り返りをす
る。 

２ 課題を把握する。 
 

・これまでの避難所を想定したネット
ワークのプログラミングについて振
り返る。 

 

展 
開 
30 
分 

３ メディアの種類と特
徴についてまとめる。 

４ 避難所で避難者に知
らせたい情報にはどん
なメディアが適当か考
えまとめる。 

５ 資料映像を見て，デ
マ情報が拡散すると，
ネットワークにどんな
影響があるか考える。 

６ 今後のネットワーク
の使い方について考え
る。 

７ 題材のまとめをす
る。 

・メディアの種類と特徴について教科
書を見て学習シートに記入させ，ま
とめる。 

・学習シートにある避難所で避難者に
知らせたい情報にはどんなメディア
が適当か考えさせ，学習シートに記
入させる。 

・震災時にインターネット上で拡散し
たデマ情報について資料を示し，デ
マ情報が拡散することによって，不
必要なデータが回線を多く使用し，
通信がしにくくなることや，本当に
伝えたい情報が埋もれてしまうこと
を説明する。 

・日常においても，チェーンメールの
拡散やデマに気をつける必要がある
ことを説明し，不必要なデータを不
用意に送信しないことを説明する。 

・生活や社会の中でネットワークを生
かした技術は今後どのような点に気
をつけて活用されるべきか考えさ
せ，学習シートに記入させる。 

・災害時には情報が錯
サク

 
綜
ソウ

しデマや誤った
情報が拡散しやすく
なる。また，真偽の
分からない情報が拡
散すると，本当に必
要な災害支援に関す
る情報を阻害する原
因にもなりかねない
ことを説明する。 

・真偽を確かめ，責任
を持って情報を発信
することを補足説明
する。 

 

ま 
と 
め 
15 
分 

８ 学習の自己評価と振
り返りをする。 

 

・題材全体を振り返り，学んだことを
学習シートに書き，発表して交流す
る。 

・作成したプログラムを提出するファ
イルをPCで一斉に送信し，そのファ
イルにプログラムの画面をコピー，
貼り付けし，印刷した用紙を提出さ
せる。 

◆生活や社会の中でネ
ットワークを使った
プログラミングに関
する技術について，
主体的に取り組んだ
り，振り返って改善
したりして，情報の
技術を工夫し創造し
ようとしている。
（主体的に学習に取
り組む態度） 
【学習シート】 

 

  

生活や社会の中でネットワークを生かした技術はどのような点に気をつけて活用さ

れるべきか 
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【資料７】振り返りシート 
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【資料８】事前事後のアンケート残差分析 

 

   

x二乗値計 p値
0.05以下

できる ややできる あまりできない できない できる ややできる あまりできない できない

事前 1.00 1.79 0.92 1.01 9.41 0.02 事前 -3.99 1.72 0.98 1.02

事後 0.99 1.78 0.91 1.00 事後 3.97 -1.71 -0.98 -1.01

計

事前 1.40 1.01 0.39 7.27 20.04 0.00 事前 -1.81 -1.45 0.80 2.90

事後 1.39 1.00 0.39 7.20 事後 2.91 1.44 -0.80 -3.07

計

事前 9.71 3.86 2.71 3.08 38.36 0.00 事前 -5.72 3.23 1.88 1.79

事後 9.54 3.79 2.66 3.03 事後 8.40 -3.20 -1.87 -1.79

計

事前 10.17 6.60 9.46 13.18 78.47 0.00 事前 -3.91 -4.18 4.48 3.88

事後 10.08 6.54 9.38 13.06 事後 7.01 4.16 -4.46 -4.09

計

事前 8.02 6.76 12.00 10.64 74.49 0.00 事前 -3.55 -4.33 4.98 3.44

事後 7.94 6.70 11.89 10.55 事後 6.30 4.31 -4.96 -3.59

計

事前 7.04 10.26 13.87 9.59 81.51 0.00 事前 -3.39 -4.94 5.55 3.29

事後 7.04 10.26 13.87 9.59 事後 6.02 4.94 -5.55 -3.45

計

事前 18.94 5.42 4.25 27.28 110.78 0.00 事前 -5.96 -3.29 2.52 6.09

事後 18.60 5.32 4.18 26.79 事後 10.14 3.26 -2.49 -6.96

計

事前 17.90 13.96 1.95 37.50 141.36 0.00 事前 -5.49 -5.28 1.64 7.51

事後 17.58 13.71 1.92 36.83 事後 9.60 5.24 -1.63 -9.04

計

事前 19.71 10.39 0.77 36.00 131.93 0.00 事前 -5.93 -4.28 1.06 7.38

事後 19.18 10.10 0.75 35.03 事後 10.39 4.22 -1.04 -8.88

計

事前 0.70 3.75 0.32 3.04 15.53 0.00 事前 2.07 -2.80 0.60 1.78

事後 0.69 3.71 0.31 3.01 事後 -2.61 2.79 -0.60 -1.78

計

事前 0.88 0.16 1.44 1.39 7.73 0.05 事前 -2.74 0.52 1.30 1.21

事後 0.88 0.16 1.44 1.39 事後 3.22 -0.52 -1.30 -1.23

計

事前 21.40 0.24 10.58 12.16 88.37 0.00 事前 -7.11 0.79 3.86 3.71

事後 21.21 0.24 10.49 12.05 事後 11.40 -0.79 -3.84 -3.89

計

事前 11.57 4.63 5.45 7.09 57.23 0.00 事前 -7.66 3.02 2.58 2.76

事後 11.47 4.59 5.40 7.03 事後 10.14 -3.00 -2.57 -2.83

計

事前 9.56 4.39 9.09 4.11 53.83 0.00 事前 -7.98 2.75 3.40 2.07

事後 9.39 4.31 8.93 4.04 事後 9.89 -2.73 -3.37 -2.08

計

事前 11.05 8.66 1.54 23.65 89.78 0.00 事前 -3.90 -4.57 1.65 5.63

事後 11.05 8.66 1.54 23.65 事後 7.24 4.57 -1.65 -6.46

計

事前 18.29 0.33 18.81 7.22 88.88 0.00 事前 -8.01 0.78 5.31 2.81

事後 18.12 0.33 18.64 7.15 事後 11.63 -0.78 -5.29 -2.91

計

事前 10.79 0.08 15.38 8.33 68.24 0.00 事前 -6.15 -0.39 4.72 3.01

事後 10.50 0.08 14.97 8.11 事後 9.10 0.39 -4.66 -3.07

計

事前 13.40 0.51 7.20 6.62 55.45 0.00 事前 -5.97 1.11 3.27 2.69

事後 13.40 0.51 7.20 6.62 事後 9.39 -1.11 -3.27 -2.79

計

事前 4.21 6.14 2.33 2.03 29.29 0.00 事前 -6.94 3.16 1.63 1.44

事後 4.18 6.08 2.31 2.01 事後 7.50 -3.14 -1.62 -1.44

計

事前 2.59 7.70 1.16 1.52 25.82 0.00 事前 -7.80 3.24 1.13 1.25

事後 2.57 7.63 1.15 1.51 事後 7.04 -3.22 -1.13 -1.24

計

事前 1.20 4.25 0.92 1.52 15.70 0.00 事前 -6.97 2.35 0.98 1.25

事後 1.19 4.22 0.91 1.51 事後 5.48 -2.34 -0.98 -1.24

計

事前 0.59 1.82 1.82 1.01 10.43 0.02 事前 -6.32 1.47 1.39 1.02

事後 0.58 1.81 1.80 1.00 事後 4.37 -1.46 -1.39 -1.01

計

事前 1.52 4.86 0.68 1.54 17.04 0.00 事前 -6.68 2.56 0.85 1.26

事後 1.50 4.77 0.66 1.51 事後 5.72 -2.54 -0.84 -1.25

計

事前 0.69 2.92 0.13 1.07 9.41 0.02 事前 -5.21 1.96 0.36 1.04

事後 0.66 2.79 0.12 1.02 事後 4.18 -1.91 -0.36 -1.02

計

24

情報社会における自分の責任や義務を理解し
た上で、行動しようとしている。

1.96以上または-1.96以下

22

社会は互いにルール・法律を守ることによっ
て成り立っていることを理解した上で、行動
しようとしている。

23

発信した情報や情報社会での行動がおよぼす
影響を理解した上で、行動しようとしてい
る。

20

情報に関する個人の権利とその重要性を尊重
しようとしている。

21

通信ネットワーク上のルールやマナーを理解
した上で、行動しようとしている。

18

目的に応じて情報を活用し、プレゼンテー
ション、Webページ、SNS、プログラミングな
どによって表現・発信することができる。

19

情報に関する自分や他者の権利があることを
理解し、尊重しようとしている。

16

発信した情報や情報社会での行動がおよぼす
影響について、説明することができる。

17

情報社会における自分の責任や義務につい
て、説明することができる。

14

情報技術の悪用に関する危険について、自分
が知っていることを説明することができる。

15

インターネット上の治安を維持するためのサ
イバーセキュリティについて、説明すること
ができる。

12

安全・適切なプログラムによる表現・発信の
方法について、説明することができる。

13

通信ネットワークを利用する上でのルールや
マナーについて、説明することができる。

10

情報機器を活用して、プレゼンテーションす
ることができる。

11

Webページ、SNS等による発信・交流ができ
る。

８

問題発見・解決のための安全・適切なプログ
ラムの作成、動作の確認およびプログラムの
修正ができる。

９

情報を処理する手順を図示したフローチャー
トなどで、単純なプログラミングの手順を表
現することができる。

６

情報通信ネットワークが効率的に運用される
ためのしくみを説明することができる。

７

目的や条件にあうプログラムを作成し、修
正、実行することができる。

４

情報通信ネットワークに接続されている機器
が、どのような方法で接続されているかを説
明することができる。

５

情報通信ネットワークで、情報（データ）を
伝えるしくみを説明することができる。

２

キーボードで文字を打つときは、速く（30秒
で15文字程度）入力することができる。

３

情報を伝えるメディア（文字や音声、静止
画、動画などの表現手段）の特徴について、
説明することができる。

カイ２乗値
残差分析

１

キーボードを使って文字を正確に入力するこ
とができる。
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